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審 査 の 結 果 の 要 旨

氏 名 岩 永 典 子

本研究は ､ H I V 感染者/A I D S 患者が抗レトロ ウイルス 薬 (A n ti r e t r o v i r al s : A R V) に よ

る治療を受 ける際 に重要 と考え られる家族 へ の 告知状況 を､ ⅢⅠⅤ 流行に よる影響が深刻な

ア フリカ の ザ ンビア におい て 明らか にする ととも に ､ 告知に関連す る要 因を検討 し､ さら

に告知 と生活 の 質 (Q O L) に つ い て検 討した も の で あり, 下記 の 結果 を得て い る ｡

1 . 解析対象者 1 1 5 名中､ 9 3 名 ( 8 1 % ) が家族 の 少なく とも 1 人に H I V 感染 を告知 して

い た ｡ 告知率 8 1 % は ､ ア フ リカで行われた先行研究と比 べ て 比較的高か っ た ｡ そ の理

由と して ､ 先行研究の 対象者 の うち A R V 治療 を受けて い る患者が o - 3 0 % で あ っ た

の に対 し､ 本研究で は対象者全てが これから A R V 治療を開始する患者で あ っ たこ と

が影響した と考えられた｡

2 . 既婚者で 告知 した者 ( 5 1 名) の 8 6 % が配偶者に告知 して い た｡ また､ 配偶者 と の コ

ンド ー

ム使用は ､ 感染認知前後で有意に増加 して い た . 既女昏者の 配偶者に対す る告知

理 由･ として , 告知に よ り配偶者か ら の 支援を期待する の に加 えて , 配偶者 に対 して

H I V 感染 させ る こ とを避けた い と の 考えか ら告知 した こ とが示唆された ｡

3 . ロ ジス テ ィ ッ ク回帰分析 の結果 ､ 告知 と の 関連要因は､ 家族か ら の支援に対す る認識

(オ ッ ズ比 5 . 5 ､ 9 5 % 信頼区間 1 . 2
- 2 5 . 6) と

､ A R V 治療 に関す る知識(オ ッ ズ比 3 ｡ 3 ､ 9 5 %

信頼区間 1 . 1
･

1 0 . 0) で あ っ た｡ 家族か ら の 支援に対する認識が同定 された理由と して ､

告知 したこ とによ り家族 の H I V 感染者 に対する意識や態度が変化 し支援的にな っ た

ため, 告知者は家族が支援的だ と感じて い る と考 えられた ｡ また, A R V 治療に 関する

知識が 同定された理由 として ､ 告知者 は A R V を服用す る こ と の 重要性を認識 してお

り ､ 生涯毎 日 A R V を服薬す る の に家族 に隠し続 ける の は困難で ある と認識 した か ら

だと考 えられた｡

4 ･ 告知者 と未告知者間で ､ 全下位 尺度におい て Q O L ス コ ア に統 計学的差異はなか っ た
｡

そ の 理由と して ､ 先行研究によ り Q O い こ影響を与える要因 として明らか とな っ て い

る社会経済 的属性 (雇用 ､ 収入 ､ 教育) や ⅡⅠⅤ 感染症 の 進行度など の属性が､ 告知者

と未告知者 間で差がなか っ たため､ 告知 の 有無自体は Q O L に反映されなか っ たも の

と考え られた｡

5 . Q O L 下位尺度 のうち役割機能 にお い て , 告知者 は未告知者に比 べ 劣 っ て い る傾向がみ

られた
｡ 役割機能 にお ける Q O L ス コ アをさ らに層別化分析 した結果 ､ 告知者 の うち ､
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少なく とも高校 を卒業 した 者 ､ H I V 感染お よび A R V 治療に つ い て の知識が高 い者 に

お い て
､ 告知者は 末告知者 に比 べ 役割機能が有意 に劣 っ て い た ｡ そ の 理 由と して ､ こ

れ ら の 告知者は ､ H I V 感染 により自分 の健康が損なわれて仕事/家事/学業 に支障が出

て い る こ とを理解 して おり ､ こ の ような状態で家族に H I V 感染を隠 したまま生涯毎日

A R V を服薬する こ とは困難で ある と認識 して い る の で ､ 告知 した と考え られた｡

以上
､ 本論文はザン ビア にお ける H IV 感染者/A I D S 患者 の 家族 へ の 告知状況 と ､ 告知

には 家族か らの支援に対す る認識と A R V 治療に つ い て の 知識が関連 して い る こ とを明 ら

か に した
｡ 本研究 は今後ますます A R V 治療が拡大するザ ン ビア にお い て ､ A R V 治療を受

ける ⅢⅠⅤ 感染者/ AI D S 患者 に対す る家族から の支援を向上させ るため の支援戦略を考案

す る の に重要な貢献をなす と考えられ , 学位 の 授与に値す る も の と考 え られる
｡
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